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わかやまイベントボード
●初日の出を天守閣で
　毎年元旦は和歌山城特別拝観
が実施されます。初日の出は見
られますでしょうか ?!
日時　1 月 1 日（木・祝）
　　　6:00 ～ 9:00
場所　和歌山城天守閣
内容　上記時間帯の登閣は無料
になります。9 時以降は平常通
り有料での入場となります。先
着 1000 人には記念品進呈。
問い合わせ　和歌山城整備企画
課（073-435-1044）

●ウィンター遊 ing2015 寄席
　わかやま楽落会の「こども落
語ワークショップ」に参加する
こどもによる落語をお楽しみ下
さい。
日時　1 月 10 日（土）
　　　10:30 ～ 12:00
場所　和歌山県立図書館メディ
ア・アートホール
出演　ぴょんぴょん亭うさぎ、
怪獣亭玩具、甘辛亭ちきん、ポ
ケット亭パンチ、抱っこし亭大
好き、赤沼亭柿之助、勇気出し
亭うな晴のみなさん。
内容　落語とこども大喜利
参加費　無料
問い合わせ　わかやま楽落会

（TEL 090-2100-8263）

●和歌山大学土曜講座
　原則毎月第 1 土曜日に開催し
ている公開講座。1 月は第 2 週
に開催。
日程　1 月 10 日（土）
　　　14:00 ～ 16:00
場所　和歌山大学地域連携・生
涯学習センター（松下会館）
テーマ　へき地医療や救急医療
問題の背景を考える
問い合わせ　和歌山大学地域創
造支援機構　地域連携・生涯学
習センター（073-427-4623）

●ハーブ＆ドロシー　アートの
森の小さな巨人
　映画とトークで映画の世界を
楽しみませんか。
日時　1 月 11 日（日）
　　　14:00 ～
場所　和歌山県立図書館メディ
ア・アートホール
内容　映画「ハーブ＆ドロシー
アートの森の小さな巨人」の上
映、大阪教育大学名誉教授・田
中恒子さんと和歌山県立近代美
術館教育普及課長・奥村泰彦さ
んによるアフタートーク。
入場料　500 円（鑑賞料）
定員　200 名
問い合わせ　NPO 法人和歌山芸
術文化支援協会（073-454-5858）

和歌山を創る新聞
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隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
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。
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ｆ
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・
ｆ
ｕ
ｎ
が
活
動

を
し
て
い
る
岩
出
市
で

は
、
１
９
９
０
年
に
約
１

万
５
千
人
だ
っ
た
子
育
て

世
代
（
20
歳
〜
49
歳
）
が

２
０
１
０
年
に
は
約
２
万

人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
し
て
い
る
マ
マ

の
な
か
に
は
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
持
て
ず
に
、

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を

共
有
で
き
る
場
所
が
な
い

マ
マ
が
多
く
い
ま
す
。
子

育
て
を
し
て
い
る
と
ど
う

し
て
も
家
に
引
き
こ
も
り

が
ち
に
な
り
、
孤
独
感
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

が
結
果
と
し
て
虐
待
と
い

う
事
態
を
招
い
て
い
る
こ

と
を
課
題
と
捉
え
、
子
育

て
を
し
て
い
る
マ
マ
が
地

域
の
な
か
で
た
の
し
く
活

動
で
き
る
場
所
や
子
育
て

の
悩
み
を
共
有
で
き
る
場

所
を
作
り
、
地
域
で
の
つ

な
が
り
を
生
み
だ
し
子
育

て
環
境
を
良
く
す
る
こ
と

　

前
回
の
こ
の
紙
面
で
は

公
益
財
団
法
人
わ
か
や
ま

地
元
力
応
援
基
金
（
通
称
・

地
元
力
財
団
）
の
「
事
業

指
定
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
の
助
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
市
民
活
動
団
体
が
寄

付
を
募
り
た
い
事
業
を
申

請
し
、
地
元
力
財
団
の
選

考
会
で
採
択
さ
れ
た
事
業

に
つ
い
て
、
地
元
力
財
団

と
連
携
し
な
が
ら
寄
付
を

募
集
。
ま
た
寄
付
す
る
側

は
ど
の
事
業
を
応
援
し
た

い
か
を
選
択
し
て
寄
付
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

　

11
月
中
旬
に
第
２
期
採

択
事
業
の
選
考
会
が
行
な

わ
れ
、「
ふ
ぁ
ん
ふ
ぁ
ん

青
空
フ
ェ
ス
タ
」（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
ｆ
ｕ

ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
）、「
県
立
図

書
館
文
化
活
動
サ
ポ
ー

ト
」（
一
般
社
団
法
人
ふ

れ
あ
い
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

虹
）
の
２
事
業
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
2
事
業
は
今

月
か
ら
来
年
３
月
末
ま
で

寄
付
を
募
集
し
ま
す
。

　

10
月
31
日
付
の
紙
面
で

「
子
ど
も
の
生
活
環
境
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
児
童
虐
待

に
関
す
る
相
談
件
数
が

年
々
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ

に
核
家
族
化
、
近
所
付
き

合
い
の
不
足
と
い
う
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ

っ
て
、
子
育
て
を
し
て
い

る
マ
マ
が
地
域
で
孤
立
し

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ま
し

子
育
て
環
境
を

　
も
っ
と
良
く
す
る

市
民
の
力
で

　
　
図
書
館
か
ら
文
化
発
信

寄
付
で
2
つ
の

　
事
業
を
支
え
よ
う

寄
付
に
関
す
る

　
　
お
問
い
合
わ
せ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
若
い
マ
マ
が
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
ぁ

ん
ふ
ぁ
ん
青
空
フ
ェ
ス

タ
」を
開
催
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
地
域
で
の
つ
な

が
り
を
持
て
ず
に
い
た
マ

マ
と
新
し
く
つ
な
が
り
を

作
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
は
手
作
り
ア
ク
セ
サ

リ
ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
高
齢
者
と
乳
幼
児
が

ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る

ブ
ー
ス
な
ど
幅
広
い
世
代

が
参
加
で
き
る
も
の
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

を
し
て
い
る
マ
マ
が
地
域

と
つ
な
が
り
、
地
域
で
子

育
て
を
支
え
て
い
く
こ
と

で
将
来
、
地
域
を
担
っ
て

い
く
子
ど
も
た
ち
が
心
豊

か
に
育
つ
こ
と
の
で
き
る

地
域
を
実
現
し
て
い
き
ま

す
。

　

和
歌
山
県
立
図
書
館
は

１
９
９
３
年
の
新
館
開
館

以
来
20
年
間
に
わ
た
っ
て

　地元をよくするために、私たちは何をすべきなのでしょうか。地元をよ
くするために何かしたいけど何をすれば良いのか分からないというあなた
に向けて、あなたの地元、ここ和歌山の地域課題をデータを用いて見える
化していきます。毎回異なるテーマ（分野）を取り上げ、地元の課題を端
的に表すデータをご紹介します。

あなたの「ほっとけない」が見つかる
これからの社会貢献 100

何が課題？数字でみる和歌山県Theme9　（特別編）事業指定助成プログラム第 2期寄付募集スタート

　地元力財団では「地元に対する想いを寄付に

託す」という新しい寄付の “カタチ” を提案し

ています。寄付はもちろん、明日からできる「あ

なたらしい」社会貢献のカタチを紙面で紹介し

てきました。当財団では「社会貢献支援相談窓

口」を開設し、個人や団体、企業のみなさまの

地元に対する想いをカタチにしていくお手伝い

をしたいと考えています。

　また、昨今の社会貢献意識の高まりを受け、

遺産を地元のために活かしてほしいという声や

ニーズはますます高まってきています。地元の

課題が多種多様になるなか、それらの声に応え

る新しい仕組みが求められています。

　公益財団法人わかやま地元力応援基金では、

「遺産を地元のために提供したい、寄付したい、

活用してほしい」という想いと、大切な遺産を

地元の市民公益活動団体へとつなぎ、活用して

いくための相談を受け付けています。

■ お問い合わせ先
　公益財団法人わかやま地元力応援基金「これ

からの社会貢献 100」係（担当：酒井）

　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12

　TEL　073-428-0011　FAX　073-428-0012

　E-mail　info@jimotofund.jp

特定非営利活動法人 fun-fun が実施しているイベントの様子。
親子が一緒に楽しめるイベントなどを通じて、子育て環境を
よくするための活動を実施中。

Editor's Voice

様
々
な
団
体
が
も
の
づ
く

り
や
居
場
所
づ
く
り
、
音

楽
や
福
祉
な
ど
幅
広
い
分

野
で
文
化
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
２
０
１
２

年
以
降
活
動
団
体
が
２
・

５
倍
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
市
民
が
自
ら
の

目
線
で
自
主
的
に
、
公
共

施
設
で
あ
る
県
立
図
書
館

を
支
え
る
仕
組
み
を
創
る

こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が
一

般
社
団
法
人 

ふ
れ
あ
い

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
虹
の「
県

立
図
書
館
文
化
活
動
サ
ポ

ー
ト
」
で
す
。

　

虹
が
県
立
図
書
館
に
お

け
る
文
化
活
動
に
共
感
し

寄
付
な
ど
の
協
力
を
申
し

出
る
市
民
の
受
け
皿
と
な

り
、
活
動
団
体
を
支
援
し

県
立
図
書
館
で
の
コ
ン
サ

ー
ト
や
寄
席
、
講
演
会
な

ど
の
文
化
活
動
を
よ
り
拡

充
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
通
じ
て
、
文
化

的
感
性
豊
か
な
和
歌
山
県

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
2
事
業
は
、
地

域
の
課
題
に
気
づ
き
「
ほ

っ
と
け
な
い
」
と
感
じ
た

団
体
が
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
考
え
た
事
業

で
す
。
い
ず
れ
も
行
政
の

支
援
だ
け
で
は
実
現
が
難

し
く
、
私
た
ち
市
民
が
寄

付
で
支
え
て
い
く
必
要
の

あ
る
も
の
で
す
。

　

寄
付
募
集
目
標
額
は

「
ふ
ぁ
ん
ふ
ぁ
ん
青
空
フ

ェ
ス
タ
」
が
34
万
円
。
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
た
め

の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま

　先日、犯罪に遭われた方への支援をおこなって
いるみなさんのお話をうかがう機会がありまし
た。
　日常生活では犯罪に巻き込まれるなんて想像も
していない方が多いのが現実。実際には 1 人に
つき一生に 1 回あるかないかといった程度の確
率だそうです。しかし、ひとたび犯罪被害に遭っ
てしまったら、「被害に遭ってしまった自分」を
責める罪悪感と、「被害を起こした犯人」への憎
しみとが入り交じった感情に支配され、例えば
ひったくりに巻き込まれた方は買い物自体が怖く
なるなど、日常生活にも支障をきたすことが多く
なるそうです。
　特に性犯罪は「魂の殺人」と呼ばれるほど精神
的ダメージが大きく、人権や尊厳を傷つけられ、
自己嫌悪に陥るなどの深刻なトラウマを抱える被
害者が少なくないといいます。記憶自体が傷つけ
られることで、自分をより責めてしまう傾向に陥
りやすいそうで、性犯罪に遭われた被害者の方に
はより長い支援が必要になります。
　被害に遭われた方と相対するにはまず信頼され

ること、つながること、そして安心感・安全感を
もっていただけるようにするのが何より大事。こ
ちらが被害者を信じることから始まるのだそうで
す。犯罪に遭うことをできるだけ防ぐ努力はもち
ろん大事ですが、犯罪において悪いのは犯人であ
り、被害者が悪いわけではないのです。
　様々な状況に置かれる被害者の支援に粘り強く
取り組まれているみなさんのご苦労はいかばかり
か。お話をうかがうにつれ、犯罪に遭われてしまっ
た方への地域の支援はまだ十分行き届いていない
のではないか、と思わざるを得ませんでした。
　「わかつく」でもご紹介したことがありますが、
和歌山県では「紀の国被害者支援センター」が県
内で唯一「犯罪被害者等早期援助団体」に指定さ
れ、犯罪被害者の支援にあたっておられます。古
本の寄贈が同センターへの寄付につながる「ホン
デリング」も実施中。是非ご支援を。
　公益社団法人　紀の国被害者支援センター　
　ウェブサイト　http://wakayama-kvsc.jp/
　事件・事故に遭われた方やご家族等を対象にし
た電話相談、面接相談なども実施中。

NPO  Today　犯罪に巻き込まれた市民を支える

NPO 法人
事 務 局
セミナー
in 和歌山

NPO 法人
事 務 力
 検 定  
in 和歌山

×

2015 年 2月 7日（土）　2015 年 2月 14 日（土）
会場：和歌山ビッグ愛 9 階会議室 C
NPO 法人の事務能力を高め、信頼性向上に！

す
。「
県
立
図
書
館
文
化

活
動
サ
ポ
ー
ト
」
は
２
５

０
万
円
で
、
文
化
活
動
に

必
要
な
備
品
の
購
入
や
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
支
援
に
充
て
ら
れ

ま
す
。

　

地
元
力
財
団
で
は
こ
の

２
事
業
に
つ
い
て
、
各
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
寄
付

募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
寄
付
金
は
税
制
優
遇

の
対
象
に
な
り
、
個
人
か

ら
の
ご
寄
付
の
場
合
は
寄

付
金
額
の
約
半
額
が
確
定

申
告
に
よ
り
還
付
、
法
人

か
ら
の
ご
寄
付
の
場
合
は

損
金
算
入
限
度
額
が
拡
大

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
活
動
に

「
ほ
っ
と
け
な
い
」
と
共

感
し
、
寄
付
を
さ
れ
た
い

と
思
わ
れ
た
方
は
、
公
益

財
団
法
人
わ
か
や
ま
地
元

力
応
援
基
金
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
電
話

０
７
３
・
４
２
８
・
０
０

１
１
）。


